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1.緒J
竹内ら 2:は障害者キャンプはf:i然環境に

‘/る体験， グループ体験等の実体験を提供し，
小集団での活動や、そこから生じる課題に取り
組みながら身体的，精神的，社会的な成長を支
ミる有意義で必要な活動である ξ理べている
主た， r]J根ら は発注障宵児・者ω規のスト
レスを明らかiこすることは子重要な蒜題である
と述べている.そ三で，本研究は知的障害者キ
ャンフに携わるスタップのストレス要問を明

刀、こすーるこをを目配Jと寸ーる.
')研究方訟
{被験者}平成 29年8月 12rl-22日(10泊 11
日)に実殖された wo法人キャンピズの長期キ
γンブに参力引J たスダソ'714 名(~子 9 名，女
子三名)を対象どした
[~話宜用紙i

1)フニイスシート;半齢，性別，キャンブf寸数、

キャンプ理勲年数.キャンプR的
~ ) Il京社民時間 i調介:: U垂眠 日垂眼的間帯
01λ トレス広訟調査をL')だめ，よiiぶ 1)がれ成
したぺ~\_HHlÿJ反応尺度 (SRS-18) のうち 3 iki !二を
用いてストレスに関ナる質問用紙を形成した.

スト Lスに関 Lて1'1由記述を設けた e

/'タヒコ 調査い r11 • 6名。/討した。
インタピューは 30分-50分程度(l対 l形式)
の半構造化インタビヱーにより実施したcイン

Y々 zーに F(て得ら炉J ずで発話内合!土 GTA(グ
ラウンデッド・セオ ~J 一個アプローヂ)に基
L F 各被検u(ニおける知的障害者支対象とし
た長期キャンプのストレス要肉のプロセスモ
デルj を導き出し知的障害者キャンブ iこ携

るスタッ…/(/1ストしス変容モヂ!I-の概念
約二ij立しfこ.

3，結果と考察
6人のインタヒュー調査結県よりー J明待』事
「ド立さ3・『参加占ーの否定(1なな行動J:・「スタッ
のネガティプな感情~ . w自信の損失』・町内極
的j.w障害者の理解Ji'実習に対する感情j'f積
極的だコミュニケーショ>"j • w参加者の安
心d イ信頼関係の構築J ・ 7 自主性~.挑機』・ W 1"1 

イ言」・ぷ自己の成長~'U継続五欲3 とい主語りらfJ
特徴が見られた.概念図を国 iに示した e

スタップ:土キャンプ前，期待と不安を抱く.
キャンプが始まると参加者の行動として，否定
的な行動や感情を繰り返し起こるこ去で、スタ
ッフはマイナスの感情を抱く.しかし、参加者
肥握につとめることで、期待を持ち続Ij'，根気
をrrって対応十ろ，そんだ巾で、ス々ソブの感
情はネガティブになり，参加者と(!)コミュニ
ーン五ンが消極的になるよLともあるが，参加者
の特徴を杷揮し、理解することでストレスを軽
減させてし、く.結果は.参加者が安心すること
に Jたがり，お }jnJf とスノJρノフのf~t斡問係が与を

/ふことに h ノた.知 II~民主主者キグ〉プが
fした後 j ベタップぴノ達成感ベノ自斗の可能恒を
じるこトポでき継続意欲へとつながっマーい
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